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　 この夏に完成した AR-NE7A ステーショ ンは、 高温高圧装置MAX-III 用の新しいス

テーショ ンであり 、 従来の回折実験主体のMAX80 や SPring８ の高圧ステーショ ンを

越えた新 しい地球科学の研究領域を開拓することが可能になる。 実際に AR-NE7A

は大型高温高圧装置が稼働している他の BL に比べてメ リ ッ ト が多い。 例えば白色光

を用いた場合、 SPring-8 の競合Ｂ Ｌ に比べてビームサイズが大きいために、 マグマ

の粘性測定のための玉落とし実験や破壊・ 流動現象のラジオグラフィ によるその場

観察実験などが有望である。 また従来の BL-14C2 や AR-NE5C に比べて発光点から

の距離が近いために単純に強度が強く なり 、 単色光を用いる実験にとって大きなメ

リ ッ ト がある。 例を挙げれば吸収法によるメ ルト の密度測定実験やラジオグラフィ

ーによる金属鉄を含む系の液相不混和の解明が挙げられる。 これらは 地球や火星な

どの核の形成・ 分離過程、 核の内部構造の理解に不可欠である。  また深部マント ル

物質の変形・ 流動などレオロジーの研究は、 沈み込んだプレート が原因となる火山

や地震発生のメ カニズムを解明する上で最も重要であり 、 現在盛んに研究開発が進

められている分野でもある。
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